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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回転可能な像担持体と、
　回転可能であって、前記像担持体と接触して前記像担持体と共に帯電部を形成し、前記
帯電部において前記像担持体の表面を帯電する帯電部材と、
　帯電された前記像担持体の表面を露光して静電像を形成する露光部と、
　前記像担持体と接触して前記像担持体と共に現像部を形成し、前記現像部において前記
像担持体の表面上の前記静電像に正規極性に帯電したトナーを供給してトナー像を形成す
る現像部材と、
　前記帯電部材に帯電電圧を印加する帯電電圧印加部と、
　前記露光部と前記帯電電圧印加部を制御する制御部と、を有し、
　以下の（ｉ）～（ｖ）の工程を含む、前記帯電部材に付着した前記トナーを前記帯電部
材から前記像担持体に移動させて前記帯電部材を清掃する清掃動作を実行可能であること
を特徴とする画像形成装置、
（ｉ）前記像担持体が回転し、前記正規極性とは逆極性に帯電されたトナーに前記帯電部
材から前記像担持体に向かう方向の静電気力が作用する向きの電位差が前記帯電部材と前
記像担持体との間に形成されるように前記帯電電圧が印加された前記帯電部を、前記像担
持体の領域が通過する第１の工程、
（ｉｉ）前記第１の工程を経た前記像担持体の表面が、前記露光部により画像形成動作に
おける露光量より小さい露光量で露光される第２の工程、
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（ｉｉｉ）前記逆極性に帯電されたトナーに前記現像部材から前記像担持体に向かう方向
の静電気力が作用する向きの電位差が前記現像部材と前記像担持体との間に形成された前
記現像部を、前記第２の工程を経た前記領域が通過する第３の工程、
（ｉｖ）前記逆極性に帯電されたトナーに前記像担持体から前記帯電部材に向かう方向の
静電気力が作用する向きの電位差であって、前記帯電部材と前記像担持体の間で放電が発
生する大きさの電位差が前記帯電部材と前記像担持体との間に形成されるように前記帯電
電圧が印加された前記帯電部を、前記第３の工程を経た前記領域が通過する第４の工程、
（ｖ）前記正規極性に帯電されたトナーに前記像担持体から前記現像部材に向かう方向の
静電気力が作用する向きの電位差が前記現像部材と前記像担持体との間に形成された前記
現像部を、前記第４の工程を経た前記領域が通過する第５の工程。
【請求項２】
　前記像担持体と共に転写部を形成し、前記転写部において前記像担持体の表面に形成さ
れた前記トナー像を被転写体に転写する転写部材を有し、
　前記転写部において、被転写体に前記トナー像を形成する画像形成動作において転写さ
れずに前記像担持体の表面に残った残トナーを前記現像部材によって回収することを特徴
とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記制御部は、前記第１の工程において前記帯電部を通過し前記トナーが前記帯電部材
から前記像担持体に転移した前記領域が、前記第２の工程における前記露光部による露光
位置に到達するタイミングにおいて、前記領域を前記露光部により露光するように制御す
ることを特徴とする請求項１又は２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記現像部材に現像電圧を印加する現像電圧印加部を有し、
　前記制御部は、前記第３の工程において、前記転写部において被転写体に前記トナー像
を形成する画像形成動作と同じ前記現像電圧を印加するように制御することを特徴とする
請求項１乃至３のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記像担持体の回転方向において前記転写部より下流側かつ前記帯電部よりも上流側の
前記像担持体の前記表面を露光する帯電前露光部を有し、
　前記制御部は、前記第４の工程の前に、前記第３の工程を経た前記像担持体の表面に前
記帯電前露光部によって露光を行うように制御することを特徴とする請求項１乃至４のい
ずれか１項に記載の画像形成装置。
【請求項６】
　前記トナーは一成分現像剤であることを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記
載の画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、レーザープリンタ、複写機、ファクシミリ等の電子写真記録方式を利用する
画像形成装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、電子写真方式の画像形成装置において、像担持体としての感光ドラムを一様に帯
電処理した後に、画像パターンに従った露光を行うことにより、感光ドラム上に静電潜像
を形成する。その後、感光ドラム上の静電潜像をトナーで現像して顕在化し、紙などの記
録材に転写する。そして、感光ドラム上に残った転写残トナーは、感光ドラム上から除去
されて回収される。
【０００３】
　転写残トナーを感光ドラム上から除去して回収する手段としては、クリーニングブレー
ドなどのクリーニング部材を備えたクリーニング装置が広く用いられている。クリーニン
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グ装置により回収されたトナーは廃トナーとなるが、環境保全や資源の有効利用などの点
から廃トナーは出ないことが望ましい。また、装置の小型化などの点から、クリーニング
装置は設けられていないことが望ましい。
【０００４】
　そこで近年、クリーニング装置を無くし、感光ドラム上の転写残トナーを現像装置によ
って「現像同時クリーニング」で感光ドラムから除去し、現像装置に回収し再利用する「
クリーナレス方式」の画像形成装置の実用化がなされてきている。
【０００５】
　一方、感光ドラムを帯電処理する手段としては、近年では帯電部材を像担持体に接触さ
せ、この帯電部材に電圧を印加することで像担持体を帯電処理する接触帯電方式の採用が
進んでいる。接触帯電方式は、コロナ帯電方式に比べて、帯電処理によるオゾンの発生量
が少なく、また必要な電圧が低いため、環境や装置の小型化などの観点から好ましく、広
く用いられるようになっている。
【０００６】
　ところで、クリーナーレス方式と接触帯電方式とを採用した画像形成装置においては、
現像時の帯電極性とは逆極性に帯電した一部のトナーが帯電部材に付着し、これが蓄積す
ることで帯電能力が劣化することがある。
【０００７】
　そこで、そのトナーを現像部において回収させる構成が開示されている。特許文献１で
は、非画像形成時の清掃動作において、帯電部材に付着した正極性に帯電したトナーを感
光ドラムに転移させ、その転移したトナーを現像部材から感光ドラムに向かう方向に静電
的に付勢した状態で現像部を通過させる。そして、その通過したトナーの帯電極性を帯電
部において負極性に反転させ、そのトナーを現像部において回収させている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２０１６－７１２９６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、特許文献１に開示されているようなクリーナレス方式と接触帯電方式と
を採用した画像形成装置において、非画像形成時の帯電部材の清掃動作中に、現像部材か
ら感光ドラムにカブリトナーを転移させてしまうという課題があった。
【００１０】
　具体的には、帯電部材に付着した正極性に帯電したトナーを感光ドラムに転移させるた
めに、帯電印加バイアスをＨＩＧＨからＬＯＷに切り替える。その際に、感光ドラムと帯
電部材との間の電位差が放電開始電圧Ｖｔｈ以上となり、感光ドラムから帯電部材への逆
放電が生じ、帯電部材を通過後の感光ドラムの表面電位が低下する。このとき、感光ドラ
ムの表面電位は逆放電によって不安定となり、局所的に表面電位の絶対値が大きい部分と
小さい部分が発生する。したがって、感光ドラムの表面電位の低下に応じて現像部材に印
加するバイアス値を可変とした場合でも、現像部における白地部コントラスト（以下Ｖｂ
ａｃｋと称する）が局所的に大きい部分と小さい部分が存在する。
【００１１】
　ここで、Ｖｂａｃｋに対する感光ドラム上のカブリ曲線を図５に示す。図５に示す通り
、ＶｂａｃｋがΔ１００～３００Ｖ程度であれば、反転カブリ領域にかかるものの、感光
ドラム上のカブリ量（％）は少ない。しかし、ＶｂａｃｋがΔ１００Ｖ以下になると急激
に地カブリトナーが発生しはじめ、Δ０Ｖになると大量の地カブリトナーが現像部材から
感光ドラム上に転移する。したがって、感光ドラムから帯電部材への逆放電によってＶｂ
ａｃｋが局所的にΔ０Ｖ近辺になった部分において地カブリトナーが発生し、この地カブ
リトナーが転写部材を汚す、或いは転写ニップ部において地カブリトナーが飛散して機内
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を汚し、最終的に裏汚れといった画像不良に至ってしまう。またこの地カブリトナーを再
度現像部材で回収するための清掃時間を要することになり、結果的に画像形成装置の本体
寿命を縮めることになる。
【００１２】
　本発明の目的は、画像形成装置の本体内の汚れやそれに伴う裏汚れといった画像不良を
防止し、さらにはカブリトナーを現像回収するための清掃時間を短縮することである。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上記目的を達成するため、本発明は、
　回転可能な像担持体と、
　回転可能であって、前記像担持体と接触して前記像担持体と共に帯電部を形成し、前記
帯電部において前記像担持体の表面を帯電する帯電部材と、
　帯電された前記像担持体の表面を露光して静電像を形成する露光部と、
　前記像担持体と接触して前記像担持体と共に現像部を形成し、前記現像部において前記
像担持体の表面上の前記静電像に正規極性に帯電したトナーを供給してトナー像を形成す
る現像部材と、
　前記帯電部材に帯電電圧を印加する帯電電圧印加部と、
　前記露光部と前記帯電電圧印加部を制御する制御部と、を有し、
　以下の（ｉ）～（ｖ）の工程を含む、前記帯電部材に付着した前記トナーを前記帯電部
材から前記像担持体に移動させて前記帯電部材を清掃する清掃動作を実行可能であること
を特徴とする画像形成装置、
（ｉ）前記像担持体が回転し、前記正規極性とは逆極性に帯電されたトナーに前記帯電部
材から前記像担持体に向かう方向の静電気力が作用する向きの電位差が前記帯電部材と前
記像担持体との間に形成されるように前記帯電電圧が印加された前記帯電部を、前記像担
持体の領域が通過する第１の工程、
（ｉｉ）前記第１の工程を経た前記像担持体の表面が、前記露光部により画像形成動作に
おける露光量より小さい露光量で露光される第２の工程、
（ｉｉｉ）前記逆極性に帯電されたトナーに前記現像部材から前記像担持体に向かう方向
の静電気力が作用する向きの電位差が前記現像部材と前記像担持体との間に形成された前
記現像部を、前記第２の工程を経た前記領域が通過する第３の工程、
（ｉｖ）前記逆極性に帯電されたトナーに前記像担持体から前記帯電部材に向かう方向の
静電気力が作用する向きの電位差であって、前記帯電部材と前記像担持体の間で放電が発
生する大きさの電位差が前記帯電部材と前記像担持体との間に形成されるように前記帯電
電圧が印加された前記帯電部を、前記第３の工程を経た前記領域が通過する第４の工程、
（ｖ）前記正規極性に帯電されたトナーに前記像担持体から前記現像部材に向かう方向の
静電気力が作用する向きの電位差が前記現像部材と前記像担持体との間に形成された前記
現像部を、前記第４の工程を経た前記領域が通過する第５の工程。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、画像形成装置の本体内の汚れやそれに伴う裏汚れといった画像不良を
防止し、さらにはカブリトナーを現像回収するための清掃時間を短縮することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】実施例１における画像形成装置を説明する図
【図２】実施例１における画像形成装置の概略制御態様を示す図
【図３】実施例１における清掃動作のタイミングチャートを示す図
【図４】実施例２における清掃動作のタイミングチャートを示す図
【図５】従来のＶｂａｃｋに対する感光ドラム上のカブリ曲線を示す図
【発明を実施するための形態】
【００１６】



(5) JP 6843556 B2 2021.3.17

10

20

30

40

50

　以下、図面を参照して、本発明の好適な実施の形態を例示的に詳しく説明する。ただし
、以下の実施形態に記載されている構成部品の寸法、材質、形状、それらの相対配置など
は、本発明が適用される装置の構成や各種条件により適宜変更されるべきものである。従
って、特に特定的な記載がない限りは、本発明の範囲をそれらのみに限定する趣旨のもの
ではない。
【００１７】
〔実施例１〕
＜画像形成装置＞
　図１を用いて、画像形成装置１００の概略構成について説明する。図１は画像形成装置
１００の概略構成図である。
【００１８】
　本実施例の画像形成装置１００は、クリーナレス方式と接触帯電方式とを採用した電子
写真方式の画像形成装置であり、ここではレーザビームプリンタを例示している。
【００１９】
　画像形成装置１００は、回転可能な像担持体としてのドラム型（円筒形）の電子写真感
光体である感光ドラム１を有する。画像出力動作が開始されると、感光ドラム１は、不図
示の駆動モータによって図中矢印Ｒ１方向に回転駆動される。回転する感光ドラム１の表
面は、帯電手段としてのローラ型の帯電部材である帯電ローラ２によって、所定の極性（
本実施例では負極性）の所定の電位に一様に帯電処理される。帯電ローラ２は、感光ドラ
ム１に接触して配置され、駆動モータによって図中矢印Ｒ２方向に回転駆動される。この
とき、帯電ローラ２には、帯電電圧印加手段としての帯電電源Ｅ１（図２）から、負極性
の直流電圧である所定の帯電電圧（帯電バイアス）が印加される。感光ドラム１と帯電ロ
ーラ２との接触部が帯電ニップａである。また、感光ドラム１の回転方向において、感光
ドラム１上の帯電ローラ２によって帯電処理される位置が帯電部である。帯電ローラ２は
、感光ドラム１の回転方向における帯電ニップａの上流側及び下流側の帯電ローラ２と感
光ドラム１との間に形成される空隙のうち少なくとも一方で生じる放電により、感光ドラ
ム１の表面を帯電処理する。本実施例では、理解を容易とするために、帯電ニップにおい
て感光ドラム１の表面の帯電処理が行われるものと擬制して、帯電ニップを帯電部ａとし
て説明することがある。
【００２０】
　帯電処理された感光ドラム１の表面は、像露光手段（静電像形成手段）としての露光装
置（レーザ露光ユニット）３によって、画像データに応じて変調されたレーザビームＬで
走査露光される。露光装置３は、レーザビームＬにより感光ドラム１の主走査方向（回転
軸方向）に露光を繰り返しつつ、副走査方向（表面移動方向）にも露光を行うことで、感
光ドラム１上に静電潜像を形成する。感光ドラム１の回転方向において、感光ドラム１上
の露光装置３による露光位置が像露光部ｂである。
【００２１】
　感光ドラム１上に形成された静電潜像は、現像手段としての現像装置４によって、現像
剤としてのトナーを用いてトナー像として現像（可視化）される。現像装置４は、現像容
器４５と、回転自在に現像容器４５に支持された現像部材（現像剤担持体）としての現像
スリーブ４１と、を有している。現像容器４５には、現像剤としての磁性一成分現像剤で
あるブラック色のトナーＴが収容されている。本実施例のトナーＴは、負帯電特性のもの
である。すなわち、本実施例では、トナーＴの正規極性（現像時の帯電極性）は負極性で
ある。現像スリーブ４１は、現像容器４５の感光ドラム１と対向する位置に設けられた開
口部に、一部が外部に露出するようにして配置されている。現像スリーブ４１は、中空の
非磁性金属（アルミなど）素管の周囲に所定の体積抵抗を持つ導電性弾性ゴム層を設けた
ものである。現像スリーブ４１の中空部には、磁界発生手段としてのマグネットローラ４
３が固定され配置されている。
【００２２】
　現像容器４５に収容されたトナーＴは、撹拌部材４４によって撹拌されると共に、マグ
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ネットローラ４３の磁力により現像スリーブ４１の表面に供給される。現像スリーブ４１
の表面に供給されたトナーＴは、現像スリーブ４１の回転に伴って現像剤規制手段として
の現像ブレード４２との対向部を通過することで、均一に薄層化され、また摩擦帯電によ
り負極性に帯電させられる。その後、現像スリーブ４１上のトナーは、現像スリーブ４１
の回転に伴って感光ドラム１と接触する現像位置まで搬送され、感光ドラム１上の静電潜
像に応じて感光ドラム１に転移し、感光ドラム１上の静電潜像を現像する。このとき、現
像スリーブ４１には、現像電圧印加手段としての現像電源Ｅ２（図２）から、負極性の直
流電圧である所定の現像電圧（現像バイアス）が印加される。本実施例では、イメージ部
露光と反転現像により、トナー像が形成される。すなわち、一様に帯電処理された後に露
光されることによって電位の絶対値が小さくなった感光ドラム１上の露光部（画像部）に
、感光ドラム１の帯電電位と同極性（本実施例では負極性）に帯電したトナーが付着する
。
【００２３】
　感光ドラム１の回転方向において、感光ドラム１上の現像スリーブ４１と対向（接触）
する位置が現像部ｃである。
【００２４】
　尚、本実施例では、現像スリーブ４１は、現像部ｃにおいて感光ドラム１と現像スリー
ブ４１との移動方向が同方向となるように、不図示の駆動モータによって図中矢印Ｒ３方
向に回転駆動される。
【００２５】
　感光ドラム１上に形成されたトナー像は、感光ドラム１と、転写手段としてのローラ型
の転写部材である転写ローラ５と、の接触部である転写部ｄに送られる。また、感光ドラ
ム１上のトナー像とタイミングを合わせて、収容部８から搬送ローラ９などによって、被
転写体である記録用紙などの記録材Ｐが、転写部ｄに搬送されてくる。そして、感光ドラ
ム１上のトナー像は、転写部ｄにおいて、転写ローラ５の作用により、感光ドラム１と転
写ローラ５とに挟持されて搬送される記録材Ｐ上に転写される。このとき、転写ローラ５
には、転写電圧印加手段としての転写電源Ｅ３（図２）から、トナーの正規極性とは逆極
性（本実施例では正極性）の直流電圧である所定の転写電圧（転写バイアス）が印加され
る。これにより転写ローラ５と感光ドラム１との間に形成される電界の作用により、感光
ドラム１から記録材Ｐへとトナー像が静電的に転写される。
【００２６】
　トナー像が転写された記録材Ｐは、定着手段としての定着装置７に送られる。定着装置
７において、記録材Ｐには熱及び圧力が加えられ、記録材Ｐに転写されたトナー像は記録
材Ｐに定着される。
【００２７】
　一方、記録材Ｐに転写されずに感光ドラム１上に残った転写残トナー（残留トナー）は
、現像同時クリーニングにより現像装置４に回収される。つまり、現像装置４は、電圧が
印加されて現像部ｃで感光ドラム１上の静電像に負極性に帯電したトナーＴを供給する機
能と、転写の後に感光ドラム１上に残った転写残トナーを回収する機能とを兼ねている。
現像同時クリーニングの詳細については後述する。
【００２８】
　ここで、画像形成装置１００は、不図示の外部機器からの指示により開始される、単一
又は複数の記録材Ｐに画像を形成する一連の画像出力動作（ジョブ）を行う。ジョブは、
一般に、画像形成工程（印字工程）、前回転工程、複数の記録材Ｐに画像を形成する場合
の紙間（記録材間）工程、及び後回転工程を有する。画像形成工程は、実際に感光ドラム
１への静電潜像の形成、静電潜像の現像、トナー像の転写、トナー像の定着などを行う期
間であり、より詳細には、帯電、露光、現像、転写、定着などの各工程が行われる位置に
より画像形成工程のタイミングは異なる。前回転工程は、画像形成工程の前の準備動作を
行う期間である。紙間工程は、複数の記録材Ｐに対して画像形成工程を連続して行う際の
、転写部ｄにおける記録材Ｐと記録材Ｐとの間に対応する期間である。後回転工程は、画
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像形成工程の後の整理動作（準備動作）を行う期間である。上記画像形成工程が画像形成
時であり、該画像形成時以外の期間（前回転工程、紙間工程、後回転工程など）が非画像
形成時である。そして、本実施例では、非画像形成時の所定のタイミングで、転写ローラ
５に付着したトナーを感光ドラム１上に吐き出す清掃動作が実行される。
【００２９】
＜現像同時クリーニング＞
　現像同時クリーニングの詳細について説明する。本実施例における画像形成装置１００
は、感光ドラム１の回転方向において転写部ｄより下流側かつ帯電部ａより上流側に、感
光ドラム１を除電処理する除電手段としての前露光装置６を設けている。前露光装置６は
、帯電部ａで安定した放電を生じさせるために、帯電部ａに進入する前の感光ドラム１の
表面電位を光除電する。感光ドラム１の回転方向において、前露光装置６による露光位置
が除電部ｅである。転写残トナーは、正極性に帯電しているトナーや、負極性に帯電して
いるものの充分な電荷を有していないトナーが混在する。これらトナーに対しては、前露
光装置６により転写後の感光ドラム１を除電し、帯電処理時に均一な放電を生じさせるこ
とによって、再び負極性に帯電させることが可能となる。
【００３０】
　帯電部ａにおいて負極性に帯電させられたトナーは、感光ドラム１の回転に伴い現像部
ｃに送られる。現像部ｃに送られてきたトナーは、非画像領域（非露光領域）は、感光ド
ラム１の表面の暗部電位（Ｖｄ）と、現像バイアス（Ｖｄｃ）との電位差により現像スリ
ーブ４１に転移し、現像装置４に回収される。一方、画像領域（露光領域）は、感光ドラ
ム１の表面の明部電位（Ｖｌ）と、現像バイアス（Ｖｄｃ）との電位差により現像スリー
ブ４１には転移せず、そのまま画像部として感光ドラム１の回転に伴い転写部ｄに送られ
、記録材Ｐに転写される。なお、Ｖｄｃは、ＶｄとＶｌとの間の電位に設定される。
【００３１】
＜制御態様＞
　図２は、画像形成装置１００の要部の概略制御態様を示すブロック図である。画像形成
装置１００に設けられた制御手段としての制御部１５０は、演算処理を行う中心的素子で
あるＣＰＵ１５１、記憶素子であるＲＯＭ、ＲＡＭなどのメモリ１５２などを有して構成
される。ＲＡＭには、センサの検知結果、演算結果などが格納され、ＲＯＭには制御プロ
グラム、予め求められたデータテーブルなどが格納されている。制御部１５０は、画像形
成装置１００の動作を統括的に制御する制御手段であり、各種の電気的情報信号の授受や
、駆動のタイミングなどを制御しており、所定の作像シーケンス制御などを司る。制御部
１５０には、画像形成装置１００における各制御対象が接続されている。例えば、制御部
１５０には、帯電電源Ｅ１、現像電源Ｅ２、転写電源Ｅ３、前露光装置６などが接続され
ている。特に、本実施例との関係で言えば、制御部１５０は、各種電源Ｅ１、Ｅ２、Ｅ３
のＯＮ／ＯＦＦや出力値、前露光装置６による除電光の照射のＯＮ／ＯＦＦなどを制御し
て、後述する転写ローラ５の清掃動作を実行させる。
【００３２】
＜帯電ローラの清掃動作＞
　上述のように、転写残トナーは、帯電部ａにおいて負極性に帯電させられて、帯電部ａ
を通過して現像部ｃへと送られるようになっている。しかし、一部、帯電部ａで充分に負
極性とならずに帯電ローラ２に付着し続けるトナーがある。このトナーが帯電ローラ２に
付着した状態で画像形成を続けると、帯電ローラ２へトナーが固着することによる帯電性
能の低下などが生じることがある。そのため、所定のタイミングで、帯電ローラ２に付着
したトナーを感光ドラム１に付着させて現像部ｃに送り、現像装置４に戻すことが望まれ
る。しかし、本発明者らの検討により、帯電ローラ２へのトナー付着に関して、次のこと
がわかった。つまり、帯電ローラ２にトナーが付着してしまうと、帯電ローラ２からの放
電により感光ドラム１を帯電させる際に、その放電現象により帯電ローラ２に付着してい
るトナーは正極性成分が増える。そのため、摩擦によってトナーの帯電極性を負極性に反
転させようとしても、正極性に帯電したトナーを充分に負極性に反転させることができな
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い場合がある。
【００３３】
　そこで、本実施例では、制御部１５０は、非画像形成時の所定のタイミングで、次のよ
うな帯電ローラ２に付着したトナーを減少させる清掃動作を実行させる。すなわち、制御
部１５０は、清掃動作において、感光ドラム１を回転させながら、帯電ローラ２に付着し
た正極性に帯電したトナーを帯電ローラ２から感光ドラム１に静電的に転移させる。また
、制御部１５０は、その転移したトナーを現像スリーブ４１から感光ドラム１に向かう方
向に静電的に付勢した状態で現像部ｃを通過させる。また、制御部１５０はその通過した
トナーの帯電極性を帯電部ａにおいて負極性に反転させる。そして、制御部１５０は、そ
の帯電極性が反転させられたトナーを現像部ｃにおいて感光ドラム１から現像スリーブ４
１に静電的に転移させて現像装置４に回収させる。以下、更に詳しく説明する。
【００３４】
　本実施例では、帯電ローラ２に付着した正極性に帯電したトナーを、正極性に帯電した
まま感光ドラム１に静電的（電界的）に付着させる。つまり、帯電ローラ２に印加する電
圧を、感光ドラム１の表面電位に対し正極性側の電圧にすることで、正極性に帯電したま
まトナーを静電的に帯電ローラ２から感光ドラム１に付着させる。そして、感光ドラム１
に付着した正極性に帯電したトナーを、その帯電極性によって現像部ｃではほとんど現像
装置４へは回収させずに現像部ｃを通過させる。その後、正極性に帯電したトナーを付着
させた感光ドラム１の領域を帯電ローラ２からの放電により帯電処理すると共に、その正
極性に帯電したトナーの帯電極性を負極性に反転させる。このとき、本実施例では、正極
性に帯電したトナーを付着させた感光ドラム１の領域は、前露光装置６により光除電した
後に、帯電ローラ２により帯電処理する。そして、負極性に帯電させられたトナーは、帯
電部ａを通過した後に、現像部ｃにおいて現像スリーブ４１に静電的に転移されて、現像
装置４に回収される。
【００３５】
　図３は、本実施例の帯電ローラ２の清掃動作のタイミングチャート図である。帯電ロー
ラ２の清掃動作は、制御部１５０により図３に示すタイミングで各部の動作が制御される
ことで実行される。本実施例では、画像出力枚数が所定の閾値以上となった場合に、後回
転（非画像形成時）において帯電ローラ２の清掃動作が実行される。
【００３６】
・タイミング（ａ）：
　図３における（ａ）は、印字工程における像露光が終了して感光ドラム１上に形成され
たトナー像が転写部ｄを通過したタイミングであり、このタイミングで転写バイアスをＨ
ＩＧＨからＬＯＷにする。転写バイアスをＬＯＷにすることで、転写ローラ５からの電荷
流入をなくし、転写部ｄを通過した後の感光ドラム１の表面電位の低下を抑制する。それ
とともに、前露光装置６をＯＦＦにして、帯電部ａに到達する前の光除電による感光ドラ
ム１の表面電位の低下をなくす。このように、転写バイアスをＬＯＷにして、前露光装置
６をＯＦＦにすることで、感光ドラム１の表面電位を保つようにする。なお、印字工程が
終了した後も、帯電バイアス及び現像バイアスは、ＨＩＧＨのままとされている。すなわ
ち、帯電ローラ２に所定の帯電電圧を印加させて感光ドラム１を帯電処理させると共に、
その帯電処理された感光ドラム１の領域が現像部ｃを通過する際に現像スリーブ４１に所
定の現像電圧を印加させる。
【００３７】
・タイミング（ｂ）：
　次に、転写バイアスがＬＯＷの状態で転写部ｄを通過し、かつ、前露光装置６がＯＦＦ
の状態で除電部ｅを通過した感光ドラム１の領域が帯電部ａに到達するタイミングで、帯
電バイアスをＨＩＧＨからＬＯＷにする。これにより、帯電バイアスは、感光ドラム１の
表面電位よりも正極性側に高い電圧（例えば、感光ドラム１の表面電位と同極性で絶対値
が小さい電圧）となる。本実施例では、このとき帯電ローラ２に印加するＬＯＷの帯電バ
イアスは、帯電部ａにおける感光ドラム１と帯電ローラ２との間の電位差が放電開始電圧
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Ｖｔｈ以上になるように設定される。そのため、感光ドラム１から帯電ローラ２への逆放
電が生じて、感光ドラム１の表面電位の絶対値が小さくなる。つまり、感光ドラム１の表
面電位の絶対値は、帯電部ａを通過することで、帯電部ａに到達する直前よりも小さくな
る。そして、帯電ローラ２に付着している正極性に帯電したトナーが、正極性に帯電した
まま感光ドラム１に静電的に付着する。また、帯電ローラ２上の極性をもたない少量のト
ナーは、上記逆放電により負極性に帯電する。すなわち、帯電ローラ２に印加する電圧を
、（ａ）工程で帯電処理された感光ドラム１の領域が帯電部ａを通過する際に、その領域
が帯電部ａに到達する際の表面電位よりも正極性側に高い電圧に変更する。
【００３８】
・タイミング（ｃ）：
　次に、タイミング（ｂ）で正極性に帯電したトナーが付着した感光ドラム１の領域が像
露光部ｂに到達するタイミングで、トナーが付着している領域の全域を全面露光する。全
面露光とは、印字工程中の像露光と同じ光量を感光ドラム１の長手全域に露光することで
ある。これにより、感光ドラム１の全面露光された領域の表面電位の絶対値が一様に小さ
くなる。つまり、感光ドラム１の表面電位の絶対値は、像露光部ｂを通過することで、像
露光部ｂに到達する直前よりも一様に小さくなる。この全面露光によって、タイミング（
ｂ）～（ｃ）間に感光ドラム１から帯電ローラ２への逆放電によって不安定となっている
感光ドラム１の表面電位を安定させることができる。また、このとき感光ドラム１に静電
的に付着している正極性に帯電したトナーは、像露光部ｂを通過後も感光ドラム１に静電
的に付着している。
【００３９】
・タイミング（ｄ）：
　次に、タイミング（ｃ）で全面露光を受けた感光ドラム１の領域が現像部ｃに到達する
タイミングで、現像バイアスをＨＩＧＨからＬＯＷにする。つまり、前記全面露光により
感光ドラム１の表面電位の絶対値が一様に小さくなっている。そのため、それに対応して
、現像バイアスを、感光ドラム１の表面電位よりもさらに正極性側に高い電圧（例えば、
感光ドラム１の表面電位と同極性で絶対値が小さい電圧）とするように、現像バイアスを
ＬＯＷにする。現像バイアスをＬＯＷにすることで、感光ドラム１上の正極性に帯電した
トナーの大部分は、現像スリーブ４１から感光ドラム１に向けて静電的に付勢された状態
で現像部ｃを通過する。なお、このとき感光ドラム１上の正極性に帯電したトナーの一部
が現像装置４に回収されてもよい。すなわち、現像スリーブに印加する電圧を、（ｃ）工
程によって表面電位の絶対値が一様に小さくなった感光ドラムの領域が現像部ｃを通過す
る際に、上記所定の現像電圧よりも正極性側に高い電圧に変更する。
【００４０】
・タイミング（ｅ）：
　次に、帯電バイアスがＬＯＷの状態で帯電ローラ２を１周分以上回転させた後に、帯電
バイアスをＨＩＧＨに戻す。感光ドラム１の表面電位に対し帯電バイアスを負極性側に高
い電圧にする（同極性で絶対値を大きくする）ことで、ＬＯＷの帯電バイアスの印加によ
って帯電ローラ２に残った少量の負極性に帯電したトナーを、静電的に感光ドラム１に付
着させる。なお、帯電バイアスをＬＯＷからＨＩＧＨに戻すタイミングは、帯電ローラ２
の全周の清掃を可能とするために、少なくとも帯電ローラ２の１周後であることが好まし
い。なお、ここで変更された後のＨＩＧＨの帯電バイアスは、ＬＯＷに変更される前の電
圧に限定されるものではなく、ＬＯＷの帯電バイアスよりも負極性側に高い電圧であれば
よい。すなわち、帯電ローラ２に印加する電圧を、（ｂ）工程の変更後の電圧を帯電ロー
ラ２に印加している際に帯電部ａを通過した感光ドラム１の領域が帯電部ａを通過する際
に、（ｂ）工程の変更後の電圧よりも負極性側に高い電圧に変更する。
【００４１】
・タイミング（ｆ）：
　次に、帯電バイアスをＨＩＧＨに戻した状態で帯電部ａを通過した感光ドラム１の領域
が像露光部ｂに到達するタイミングで、露光装置３をＯＦＦして感光ドラム１上の全面露
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光を停止する。これにより、像露光部ｂを通過後の感光ドラム１の表面電位を保つように
する。つまり、感光ドラム１は帯電バイアスをＨＩＧＨに戻した後の帯電処理後の表面電
位のままとなる。
【００４２】
・タイミング（ｇ）：
　次に、帯電バイアスをＨＩＧＨに戻した状態で帯電部ａを通過した感光ドラム１の領域
が現像部ｃに到達するタイミングで、現像バイアスをＨＩＧＨに戻す。帯電バイアスがＬ
ＯＷの状態で帯電部ａを通過した感光ドラム１の領域は、感光ドラム１の表面電位の絶対
値が小さくなった領域である。また、帯電バイアスをＨＩＧＨに戻した状態で帯電部ａを
通過した感光ドラム１の領域は、本実施例では通常の画像形成時の感光ドラム１の帯電電
位の領域である。なお、この現像バイアスをＬＯＷからＨＩＧＨに戻すタイミングは、上
記帯電バイアスをＬＯＷからＨＩＧＨに戻すタイミングに応じて変更することができる。
また、ここで変更された後のＨＩＧＨの現像バイアスは、ＬＯＷに変更される前の電圧に
限定されるものではなく、ＬＯＷの現像バイアスよりも負極性側に高い電圧であればよい
。すなわち、現像スリーブ４１に印加する電圧を、（ｅ）工程の変更後の電圧を帯電ロー
ラ２に印加している際に帯電部ａを通過した感光ドラム１の領域が現像部ｃを通過する際
に、（ｃ）工程の変更後の電圧よりも負極性側に高い電圧に変更する。
【００４３】
・タイミング（ｈ）：
　次に、帯電バイアスがＬＯＷの状態で帯電部ａを通過した感光ドラム１の領域が除電部
ｅに到達するタイミングで、前露光装置６をＯＮにする。つまり、帯電バイアスがＬＯＷ
の状態で帯電部ａを通過した感光ドラム１の領域は、帯電ローラ２から正極性に帯電した
トナーを付着させた領域であり、この領域が再び帯電部ａに進入する前に、この領域を前
露光装置６により光除電する。前露光装置６をＯＮにして帯電部ａに進入する感光ドラム
１の表面電位の絶対値を小さくすることで、帯電ローラ２から感光ドラム１への放電を促
進させる。これにより、感光ドラム１上に付着している正極性に帯電したトナーの帯電極
性が充分に負極性へと反転する。この負極性に帯電したトナーは、帯電ローラ２から感光
ドラム１に向けて静電的に付勢された状態で帯電部ａを通過し、その後、現像部ｃにおい
て現像スリーブ４１に静電的に転移し、現像装置４に回収される。すなわち、（ｅ）工程
の変更後の電圧を帯電ローラ２に印加している際に帯電部ａを通過すべき感光ドラム１の
領域が除電部ｅを通過する際には、前露光装置６による感光ドラム１の除電処理を行わせ
る。
【００４４】
＜具体的な制御＞
　本実施例では、感光ドラム１の外径は２０ｍｍ、帯電ローラ２の外径は９ｍｍ、感光ド
ラム１の周速度（表面速度）は１６０ｍｍ／ｓｅｃである。また、帯電ローラ２は感光ド
ラム１の周速度（表面速度）に対し１．２倍の速さで回転駆動されるため、帯電ローラ２
の周速度（表面速度）は１９２ｍｍ／ｓｅｃである。画像形成時の各バイアスは、転写バ
イアスが＋１０００Ｖ（ＨＩＧＨ）、帯電バイアスが－１４００Ｖ（ＨＩＧＨ）、現像バ
イアスが－４００Ｖ（ＨＩＧＨ）である。また、画像形成時に、感光ドラム１の表面は、
上記帯電バイアスによって－８００Ｖの帯電電位（暗部電位Ｖｄ）に帯電処理される。ま
た、前露光装置６により光除電された感光ドラム１の表面電位は、露光装置３による露光
部の表面電位（明部電位Ｖｌ）と同等の－１００Ｖ程度になる。
【００４５】
　印字工程における像露光が終了して感光ドラム１上に形成されたトナー像が転写部ｄを
通過したタイミングで、転写ローラ５には－３００Ｖ程度（ＬＯＷ）の転写バイアスが印
加され、前露光装置６もＯＦＦとされる（タイミング（ａ））。そのため、帯電部ａの直
前での感光ドラム１の表面電位はおよそ－８００Ｖとなる。
【００４６】
　次に、感光ドラム１の表面電位が－８００Ｖの領域が帯電部ａに到達するタイミングで
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、帯電バイアスが－１４００Ｖ（ＨＩＧＨ）から０Ｖ（ＬＯＷ）にされる（タイミング（
ｂ））。帯電バイアスが０Ｖにされると、帯電部ａにおいて感光ドラム１の表面電位と帯
電ローラ２の電位との電位差が放電開始電圧Ｖｔｈ以上となる。そのため、感光ドラム１
から帯電ローラ２への逆放電が生じ、感光ドラム１の表面電位は－６００Ｖ程度になる。
なお、本実施例では、感光ドラム１と帯電ローラ２との間の放電開始電圧Ｖｔｈ（絶対値
）は、約６００Ｖである。
【００４７】
　次に、感光ドラム１の表面電位が－６００Ｖになった領域が像露光部ｂに到達するタイ
ミングで、露光装置３をＯＮして感光ドラム１上を全面露光する（タイミング（ｃ））。
これにより、全面露光された感光ドラム１の表面電位は一様に－１００Ｖとなる。
【００４８】
　次に、感光ドラム１の表面電位が－１００Ｖになった領域が現像部ｃに到達するタイミ
ングで、現像バイアスが－４００Ｖ（ＨＩＧＨ）から０Ｖ（ＬＯＷ）にされる（タイミン
グ（ｄ））。これにより、感光ドラム１上の正極性に帯電したトナーの大部分は、現像ス
リーブ４１から感光ドラム１に向けて静電的に付勢された状態で現像部ｃを通過する。
【００４９】
　次に、帯電バイアスを０Ｖ（ＬＯＷ）にしてから帯電ローラ２の１周以上の時間である
３００ｍｓｅｃ経過した後に、帯電バイアスが０Ｖ（ＬＯＷ）から－１４００Ｖ（ＨＩＧ
Ｈ）に戻される（タイミング（ｅ））。帯電バイアスが－１４００Ｖ（ＨＩＧＨ）にされ
ると、帯電部ａを通過した後の感光ドラム１の表面電位は－８００Ｖになる。
【００５０】
　次に、帯電バイアスを－１４００Ｖ（ＨＩＧＨ）に戻した状態で帯電部ａを通過した感
光ドラム１の領域が像露光部ｂに到達するタイミングで、露光装置３をＯＦＦして感光ド
ラム１上の全面露光を停止する（タイミング（ｆ））。これにより、像露光部ｂを通過後
の感光ドラム１の表面電位は－８００Ｖを保つ。
【００５１】
　次に、感光ドラム１の表面電位が－８００Ｖの領域が現像部ｃに到達するタイミングで
、現像バイアスが０Ｖ（ＬＯＷ）から－４００Ｖ（ＨＩＧＨ）に戻される（タイミング（
ｇ））。
【００５２】
　次に、感光ドラム１の表面電位が－６００Ｖの領域（正極性に帯電したトナーを付着さ
せた領域）が除電部ｅに到達するタイミングで、前露光装置６がＯＮにされる（タイミン
グ（ｈ））。すると、感光ドラム１の表面電位は、除電部ｅを通過する前の－６００Ｖか
ら、除電部ｅを通過した後の－１００Ｖに低下させられる。これにより、この感光ドラム
１の表面電位が－１００Ｖに低下させられた領域に対する帯電ローラ２からの放電量が増
加され、その領域に付着している正極性に帯電したトナーの帯電極性が、充分に負極性ト
ナーに反転させられる。この帯電極性が負極性に反転させられたトナーは、帯電部ａを通
過し、その後、静電的に現像スリーブ４１に転移し、現像装置４の現像容器４５に回収さ
れる。
【００５３】
＜本実施例の作用効果＞
　以上説明したように、本実施例によれば、帯電ローラ２の清掃動作において、正極性の
トナーが付着した感光ドラム１の領域が像露光部に到達するタイミングで、感光ドラム１
上を全面露光することによって、不安定となっている感光ドラム１の表面電位を安定させ
ることができ、現像部において感光ドラム１上にカブリトナーを転移させることなく、現
像装置４に回収することができる。これにより、画像形成装置の本体内の汚れやそれに伴
う裏汚れといった画像不良を防止し、さらにはカブリトナーを現像回収するための清掃時
間を短縮することができる。
【００５４】
　尚、本実施例では、帯電バイアスがＬＯＷの状態の期間を帯電ローラ２の１周以上（感
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光ドラム１の１周未満）の時間である３００ｍｓｅｃとしたが、これに限定されるもので
はない。帯電バイアスがＬＯＷの状態のまま帯電ローラ２を複数周回転させることも可能
である。また、帯電バイアスがＬＯＷの状態とＨＩＧＨの状態とを繰り返し行うことも可
能である。その場合、現像バイアスもそれに対応してＬＯＷの状態とＨＩＧＨの状態とを
繰り返し行うようにすればよい。また、図３に示すタイミング（ａ）から（ｈ）は、必ず
しもこの順にする必要はない。例えば、転写バイアスをＬＯＷにするタイミングと前露光
をＯＦＦにするタイミングとは同時でなくてよく、またいずれが先であってもよい。
【００５５】
〔実施例２〕
　実施例２に係る画像形成装置について説明する。なお、本実施例で適用する画像形成装
置１００の構成において、実施例１と同一部材には同一符号を付し、説明を省略する。
【００５６】
＜本実施例の特徴＞
　図４は、本実施例の帯電ローラ２の清掃動作のタイミングチャート図である。本実施例
における画像形成装置１００は、清掃動作中の全面露光の光量を印字動作中に対して一律
に小さくし、全面露光後の感光ドラム１の表面電位を現像バイアスのＨＩＧＨよりも絶対
値で高い電位にすることによって、清掃動作中の現像バイアスを印字動作中のＨＩＧＨの
まま切り替えないことを特徴とする。
【００５７】
＜具体的な制御＞
　印字工程における像露光（ＨＩＧＨ）が終了（ＯＦＦ）して感光ドラム１上に形成され
たトナー像が転写部ｄを通過したタイミングで、転写ローラ５には－３００Ｖ程度（ＬＯ
Ｗ）の転写バイアスが印加され、前露光装置６もＯＦＦとされる（タイミング（ａ））。
そのため、帯電部ａの直前での感光ドラム１の表面電位はおよそ－８００Ｖとなる。ここ
で、本実施例における印字工程中の像露光（ＨＩＧＨ）の光量は、感光ドラム１上の露光
強度０．５μＪ／ｃｍ２としている。
【００５８】
　次に、感光ドラム１の表面電位が－８００Ｖの領域が帯電部ａに到達するタイミングで
、帯電バイアスが－１４００Ｖ（ＨＩＧＨ）から０Ｖ（ＬＯＷ）にされる（タイミング（
ｂ））。帯電バイアスが０Ｖにされると、実施例１と同様に感光ドラム１から帯電ローラ
２への逆放電が生じ、感光ドラム１の表面電位は－６００Ｖ程度になる。
【００５９】
　次に、感光ドラム１の表面電位が－６００Ｖになった領域が像露光部ｂに到達するタイ
ミングで、露光装置３をＬＯＷに切り替える（タイミング（ｃ））。ここで、本実施例に
おける清掃動作中の像露光（ＬＯＷ）の光量は、画像形成時（印字工程中）における光量
に対して小さく、感光ドラム１上の露光強度０．１μＪ／ｃｍ２としている。これにより
、全面露光された感光ドラム１の表面電位は一様に－５００Ｖとなる。
【００６０】
　本実施例においては、感光ドラム１の表面電位が－５００Ｖになった領域が現像部ｃに
到達するタイミングで、現像バイアスを－４００Ｖ（ＨＩＧＨ）のままとする（タイミン
グ（ｄ））。この状態においても、感光ドラム１上の正極性に帯電したトナーの大部分は
、現像スリーブ４１から感光ドラム１に向けて静電的に付勢された状態で現像部ｃを通過
することになる。
【００６１】
　次に、帯電バイアスを０Ｖ（ＬＯＷ）にしてから帯電ローラ２の１周以上の時間である
３００ｍｓｅｃ経過した後に、帯電バイアスが０Ｖ（ＬＯＷ）から－１４００Ｖ（ＨＩＧ
Ｈ）に戻される（タイミング（ｅ））。帯電バイアスが－１４００Ｖ（ＨＩＧＨ）にされ
ると、帯電部ａを通過した後の感光ドラム１の表面電位は－８００Ｖになる。
【００６２】
　次に、帯電バイアスを－１４００Ｖ（ＨＩＧＨ）に戻した状態で帯電部ａを通過した感
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光ドラム１の領域が像露光部ｂに到達するタイミングで、露光装置３をＯＦＦして感光ド
ラム１上の全面露光を停止する（タイミング（ｆ））。これにより、像露光部ｂを通過後
の感光ドラム１の表面電位は－８００Ｖを保つ。
【００６３】
　また、感光ドラム１の表面電位が－８００Ｖの領域が現像部ｃに到達するタイミングに
おいても、現像バイアスは－４００Ｖ（ＨＩＧＨ）のままである（タイミング（ｇ））。
【００６４】
　次に、感光ドラム１の表面電位が－６００Ｖの領域（正極性に帯電したトナーを付着さ
せた領域）が除電部ｅに到達するタイミングで、前露光装置６がＯＮにされる（タイミン
グ（ｈ））。すると、感光ドラム１の表面電位は、除電部ｅを通過する前の－６００Ｖか
ら、除電部ｅを通過した後の－１００Ｖに低下させられる。これにより、この感光ドラム
１の表面電位が－１００Ｖに低下させられた領域に対する帯電ローラ２からの放電量が増
加され、その領域に付着している正極性に帯電したトナーの帯電極性が、充分に負極性ト
ナーに反転させられる。この帯電極性が負極性に反転させられたトナーは、帯電部ａを通
過し、その後、静電的に現像スリーブ４１に転移し、現像装置４の現像容器４５に回収さ
れる。
【００６５】
＜本実施例の作用効果＞
　以上説明したように、本実施例によれば、帯電ローラ２の清掃動作において、清掃動作
中の全面露光の光量を印字工程中に対して一律に低くし、全面露光後の感光ドラム１の表
面電位を現像バイアスのＨＩＧＨよりも絶対値で高い電位に制御し、清掃動作中に現像バ
イアスを印字動作中のバイアスと切り替えないことによって、不安定となっている感光ド
ラム１の表面電位を安定させつつ、現像バイアス切り替え時の急峻な電位変動に伴うカブ
リトナーの発生を抑制することができ、このカブリトナーを現像回収するための清掃時間
を短縮することができる。
【００６６】
〔他の実施例〕
　以上、本発明を具体的な実施例に即して説明したが、本発明は上述の実施例に限定され
るものではない。
【００６７】
　例えば、上述の実施例では、本発明をＤＣ帯電方式の画像形成装置に適用した場合を例
に説明したが、帯電電圧として直流電圧（直流成分）と交流電圧（交流成分）とを重畳し
た振動電圧を用いるＡＣ帯電方式の画像形成装置にも本発明は適用できる。この場合も、
帯電部材の清掃動作において、帯電電圧の直流成分（直流バイアス）について上述の実施
例と同様の電位関係とすれば、上述の実施例と同様の効果を得ることができる。
【００６８】
　また、上述の実施例では、現像電圧については直流成分についてのみ説明したが、現像
電圧は直流電圧（直流成分）と交流電圧（交流成分）とが重畳された振動電圧であってよ
い。この場合も、帯電部材の清掃動作において、現像電圧の直流成分（直流バイアス）に
ついて上述の実施例と同様の電位関係とすれば、上述の実施例と同様の効果を得ることが
できる。
【００６９】
　また、上述の実施例では、帯電部材は像担持体に対して周速差を有して回転駆動される
ものとして説明した。これにより、上述のように帯電部材に正極性に帯電したトナーなど
の汚れが付着しにくくなるが、帯電部材は像担持体の回転に対し従動回転するものであっ
てもよい。
【００７０】
　また、上述の実施例では、帯電部材はローラ状の部材であるものとして説明したが、こ
れに限定されるものではない。例えば、複数の支持ローラに巻回された無端ベルト状の帯
電部材（例えば複数の支持ローラのうちの一つがベルトを介して像担持体に当接したもの
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）など、他の形態の回転部材も好適に用いることができる。
【００７１】
　また、上述の実施例では、帯電部材の清掃動作は、非画像形成時としての後回転工程に
おいて実行されるものとして説明したが、これに限定されるものではなく、非画像形成時
であれば任意のタイミングで実行することができる。例えば、上述の実施例では、あるジ
ョブにおいて画像出力枚数が所定の閾値以上となった場合に、そのジョブの全ての画像形
成が終了した後の後回転工程で帯電部材の清掃動作を実行した。これに対し、ジョブ中に
画像出力枚数が所定の閾値以上になった場合に、紙間を延長するなどして帯電部材の清掃
動作を実行することができる。
【００７２】
　また、上述の実施例では、帯電部材への正極性に帯電したトナーなどの汚れの付着（蓄
積）の程度を見積もる指標として、積算の画像出力枚数の情報を用いたが、これに限定さ
れるものではない。その指標としては、帯電部材の回転数、回転時間、帯電電圧の印加時
間など、帯電部材の使用量と相関する任意の情報を好適に用いることができ、それぞれに
対応した閾値を設定すればよい。
【００７３】
　また、上述の実施例では、現像剤としての磁性一成分現像剤であるトナーを用いたが、
非磁性一成分現像剤であってもよい。
【００７４】
　また、上述の実施例では、感光ドラムと該感光ドラムに作用するプロセス手段としての
帯電手段，現像手段を有する、１つの画像形成ステーションを持つ画像形成装置を用いた
が、本発明の効果はこれに限定されるわけではない。複数の画像形成ステーションを持つ
フルカラー用の画像形成装置においても適応可能である。
【００７５】
　また、上述の実施例では、画像形成装置としてプリンタを例示したが、本発明はこれに
限定されるものではない。例えば複写機、ファクシミリ装置等の他の画像形成装置や、或
いはこれらの機能を組み合わせた複合機等の他の画像形成装置であっても良い。これらの
画像形成装置に本発明を適用することにより同様の効果を得ることができる。
【符号の説明】
【００７６】
１    …感光ドラム
２    …帯電ローラ
３    …露光装置
４    …現像装置
５    …転写ローラ
６    …前露光装置
４１  …現像スリーブ
１００ …画像形成装置
１５０ …制御部
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